
令和 ６ 年度（202４ 年度）

小学生すくすくウォッチ 泉大津市の結果概要
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令和６年度 小学生すくすくウォッチ
○目的：子どもたち一人ひとりが自らの強みを知り、学びの基盤となる言語能力や読解力、情報活用能力、

問題発見・解決能力等を向上させ、これからの社会を生き抜く力を着実につける。

○実施日：令和６年４月17日～25日 ※期間内で学校が実施日を決定

○対象：小学校、義務教育学校前期課程及び支援学校小学部の第５・６学年

○実施児童数 ５年生： 泉大津市 ５１５人 大阪府 65,070人
６年生： 泉大津市 544人 大阪府 66,036人

○内容：５年生：国語、算数、理科、わくわく問題（教科横断型問題）、アンケート
６年生：理科、わくわく問題（教科横断型問題）、アンケート

○児童への資料「ウォッチシート（個人票）」の提供
【記載内容】
・アンケート結果からわかる児童一人ひとりのよいところ
・各教科とわくわく問題（教科横断型問題）の解答状況から見られる、児童一人ひとりのよいところ
・各教科とわくわく問題（教科横断型問題）のすべての問題について、児童一人ひとりの正答状況と
それに合わせたアドバイス
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教科に関する調査結果
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【5年生 国語】

良好
・文を正しく理解し読み指示語の示す内容をとらえること
・修飾語と被修飾語の関係をとらえること

課題
・主語と述語の関係に注意して述語の部分を正しく書くこと
・文と文の意味のつながりを考えながら適切な表現を使っ
て一文で書くこと

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 12.6問 / 1７問 73.9％ 4.7％

大阪府（公立） 12.5問 / 1７問 73.4％ 5.2％

＜正答数分布グラフ＞
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貴教育委員会 大阪府

泉大津市 大阪府

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 76.0 75.0

（２）情報の扱い方に関する事項 70.1 70.7

（３）我が国の言語文化に関する事項 46.8 51.3

話すこと・聞くこと － －

書くこと 68.0 64.9

読むこと － －

73.9 73.4

68.0 64.9

評価の

観点

知識・技能

思考・判断・表現

思考力、

判断力、

表現力等

学習指

導要領

の内容

知識及び

技能

分類 区分
平均正答率（％）

リーディングスキルを問う問題が多数含まれる
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具
体
的
な
問
題
例

７
（
１
）
（
２
）

文
を
正
し
く
理
解
し
、指
示
語
の
指
示
内
容
を
捉
え

る
。泉大津市 95.5％

（大阪府 94.8％）

泉大津市 89.1％
（大阪府 90.5％）

リーディングスキル 「照応解決」

具
体
的
な
問
題
例

８
（
２
）

示
さ
れ
た
文
の
構
造
や
、情
報
と
情
報
の
関
係
を
理

解
し
て
文
の
内
容
を
正
し
く
捉
え
る
。

リーディングスキル 「同義文判定」

泉大津市 70.1％
（大阪府 70.7％）
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具
体
的
な
問
題
例

３
（
１
）
（
２
）

文
の
中
に
お
け
る
主
語
と
述
語
の
関
係
に
注
意
し
て
、

述
語
の
部
分
を
正
し
く
書
く
。

泉大津市 66.6％
（大阪府 68.0％）

リーディングスキル 「係り受け解析」

正
答
例
：

・「
か
け
ら
れ
た
」
と
同
様
の
解
答
を
し
て
い
る
も
の

※

漢
字
で
表
記
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
問
（
以
下
同
）

※

敬
体
、常
体
の
使
い
分
け
は
不
問
（
以
下
同
）

・「
か
け
ら
れ
る
」
と
同
様
の
解
答
を
し
て
い
る
も
の

正
答
例
：

・「
す
う
こ
と
で
す
」
と
同
様
の
解
答
を
し
て
い
る
も
の

※

漢
字
で
表
記
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
問
（
以
下
同
）

※

敬
体
、常
体
の
使
い
分
け
は
不
問
（
以
下
同
）

・「
す
う
こ
と
で
し
た
」
と
同
様
の
解
答
を
し
て
い
る
も
の

泉大津市 54.0％
（大阪府 40.8％）
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【5年生 算数】

課題
・ 問題を読み取り、条件に合わせて、図形の面積を求める式を
立てること
・ 円と長方形の性質のちがいに着目し、算数で使われる用語を
使って説明すること
・ある量の何倍かを表すのに小数を用いることを理解し、図や
式を用いて、ある二つの数量の関係を参考に別の二つの数量
の関係を説明すること

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 2.4問 / ７問 33.8％ 4.7％

大阪府（公立） 2.6問 / ７問 36.7％ 5.2％

＜正答数分布グラフ＞
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0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問

貴教育委員会 大阪府

泉大津市 大阪府

数と計算 35.6 38.4

図形 28.0 30.4

測定／変化と関係 35.6 38.4

データの活用 40.6 44.6

知識・技能 39.4 42.5

思考・判断・表現 29.7 32.2

評価の

観点

分類 区分
平均正答率（％）

学習指

導要領

の領域等

大阪の小学生が特に苦手としている領域を中心に出題されている。

7



具体的な問題例
大問１（４） 円と長方形の性質に着目し、その違いをもとにして説明する。

市・府で、一番正答率の低かった問題
泉大津市 13.0％（大阪府 15.8％）

無解答率
泉大津市 10.7％（大阪府 16.3％）

反応率

（％）
正答

(正答の条件)

次の①、②を書いている

①　かごまでの距離が同じであること　（半径に言及しているものも含む）

②　線の上のどこからスタートしても同じであること

1 ①、②を記述しているもの 13.0 ◎

2 ①を記述しているもの 9.3

3 ②を記述しているもの 19.8

4 円の半径について記述しているが、①、②を記述していないもの 5.6

9 上記以外の解答 41.6

0 無解答 10.7

（４）

解答類型（抜粋）
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【5年生 理科】

良好
・日光の集め方であたたかさが変化することや、水を熱して沸
き立つ状態となることの名称、さらに磁石の引き付ける力と対象
物との距離の関係について理解すること
課題
・磁石に引き付けられる物と引き付けられない物があることを理
解し、身の回りの物を分類すること
・方位磁針の性質から地球の磁場について考えて、書き表すこと

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 6.7問 / 11問 60.8％ 3.8％

大阪府（公立） 6.8問 / 11問 61.9％ 4.4％

＜正答数分布グラフ＞

泉大津市 大阪府

「エネルギー」を柱とする領域 58.4 60.4

「粒子」を柱とする領域 78.3 74.9

「生命」を柱とする領域 84.3 86.4

「地球」を柱とする領域 48.6 48.4

知識・技能 65.9 67.3

思考・判断・表現 51.9 52.5

評価の

観点

分類 区分
平均正答率（％）

学習指

導要領

の領域等
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0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問

貴教育委員会 大阪府

大阪の小学生が特に苦手としている領域を中心に出題されている。
大問１は５・６年共通。

9



【６年生 理科】

良好
・日光の集め方であたたかさが変化することや、水を熱して沸
き立つ状態となることの名称、さらに骨と骨のつなぎ目の名称
について理解すること
課題
・太陽の沈む方角について理解すること
・電磁石の磁力を強くする方法について考えて、書き表すこと

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 7.2問 / 11問 65.7％ 1.9％

大阪府（公立） 7.0問 / 11問 63.7％ 2.5％

＜正答数分布グラフ＞

0.0
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14.0

16.0

18.0

20.0

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問

貴教育委員会 大阪府

泉大津市 大阪府

「エネルギー」を柱とする領域 64.9 63.4

「粒子」を柱とする領域 79.4 75.9

「生命」を柱とする領域 82.2 82.0

「地球」を柱とする領域 44.8 40.3

知識・技能 70.2 69.9

思考・判断・表現 57.9 52.7

分類 区分
平均正答率（％）

学習指

導要領

の領域等

評価の

観点

大阪の小学生が特に苦手としている領域を中心に出題されている。
大問１は５・６年共通。
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わくわく問題（教科横断型問題）
に関する調査結果
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５・６年共通の問題で実施

５年 大阪府 ６年 大阪府

Ａ　図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、正しくとらえる。 59.1 60.5 68.6 70.7

Ｂ　図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それをもとに

　　論理的に考える。
50.8 50.4 61.8 62.5

Ｃ　図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それをもとに

　　新たな課題を考える。
64.2 62.8 75.9 74.6

Ｄ　図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それをもとに

　　自分の考えをまとめ、伝える。
71.0 68.8 82.0 79.7

Ｅ　興味・関心のある事がらについて、意欲的に工夫して相手に伝える。 84.4 80.7 94.1 89.9

文章から読み取る 61.5 61.1 71.6 71.8

会話から読み取る 51.3 51.6 61.0 62.1

図や表から読み取る 55.2 54.6 65.7 65.7

資料の情報を整理して伝える 56.3 56.5 65.9 66.8

自身で考えたことを伝える 71.0 68.8 82.0 79.7

理由や根拠を明確にして伝える 64.2 62.8 75.9 74.6

出

題

内

容

分類

平均正答率（％）

伝える

問題をとらえる

観点

区分

良好
・１つの資料から内容を
読み取り、その内容を示
したイラストとして適切
なものを選ぶこと
・資料の内容をまとめた
文章の正誤を判断する
こと
・自由な発想で自分の考
えや思いをかくこと

課題
・表や文章などの資料と
会話文とを関連付けて
論理的に考えること
・会話と図やフローチャー
トから与えられた情報を
理解して、その内容を関
連付けて考えること
・複数の資料から内容を
整理するときに、共通点
を正確に見つけ出し記
述すること
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具体的な問題例
大問１（１） １つの資料から内容を読み取り、その内容を示したイラストとして適切なものを選ぶ

泉大津市 73.8％
（大阪府 74.8％）

１つの資料から内容を読み取り、その内容を示したイラスト
として適切なものを選ぶことはできている。
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具体的な問題例
大問３（３） 自由な発想で自分の考えや思いをかく

泉大津市 89.4％
（大阪府 85.3％）

興味・関心のある事がらについ
て、意欲的に工夫して相手に伝
えることはできている。
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具体的な問題例
大問２（２）

会話と図やフローチャートから与えられた情報を理解して、その内容を関連付けて考えること

泉大津市 39.5％
（大阪府 39.7％）

図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、
それをもとに論理的に考えることについて課題が見られる。
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児童アンケート結果
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「未来に向かう力」と「好奇心」について

[5年生]

77.7

55.2

88.9

77.8

76.5

52.3

80.8

68.8

粘り強さ

ぶれない心

共感する力

相手の理解

切り替え

落ち着き

色々なことへ

の…

自分の疑問に

対する…

78.2

52.5

87.8

80.1

78.0

52.3

79.5

68.6

粘り強さ

ぶれない心

共感する力

相手の理解

切り替え

落ち着き

色々なことへ

の…

自分の疑問に

対する…

[６年生]

※「目標に向かって頑張る力」・「人と関わる力」・「気持ちをコントロールする力」の【未来に向かう力】と、【好奇心】の項目の、児童一人ひとりの回答から平均を算出し、その平均を項目の合計で除して百分率で換算した値

泉大津市の子どもたちの全体の傾向として、【未来に向かう力】のうち、「人と関わる力」がほかの力に比べて高いとい
う結果だった。一方、「目標に向かって頑張る力」のうちの「ぶれない心」や「気持ちをコントロールする力」のうちの「落ち
着き」が、他の観点に比べると低い傾向であるという結果だった。また、【好奇心】のうち、「いろいろなことへの興味や関
心」は「自分の疑問に対する答えを求める力」と比べて高いという結果だった。
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令和 ６ 年度（202４ 年度）

全国学力・学習状況調査 泉大津市の結果概要
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令和６年度 全国学力・学習状況調査の概要
○目的：義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、
◉全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。
◉学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。
◉そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

○日時： 令和６年４月18日（木）

○対象： 小学校６年生、中学校３年生

○実施児童数小学校６年生： 泉大津市 ５３４人 全国 960,389人
中学校３年生： 泉大津市 ５４１人 全国 904,048人

○調査事項： ①児童生徒： 教科調査〔国語、算数･数学〕 / 質問調査
②学 校： 質問調査

○調査問題：・学習指導要領で育成を目指す、知識及び技能や思考力、判断力、表現力等を問う問題を出題。
・各大問において「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善のメッセージを発信。

○今年度の調査の特徴： 児童生徒質問調査について、全面的にオンラインによる回答方式で実施。
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令和 ６ 年度 全国学力・学習状況調査

教科に関する調査結果
小学校
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【小学校 国語】

・「情報の扱い方に関する事項」では、情報と情報との関係付けの仕方、
図などによる語句と語句との関係の表し方について、概ね理解できて
いる。

・一方、「書くこと」では、目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区
別して書くなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること
に課題がある。

生徒質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

国語の勉強は好きですか 65.6 60.1 62.0

国語の勉強は大切だと思いますか 93.9 92.7 94.5

国語の授業の内容はよく分かりますか 87.8 87.1 86.3

国語の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

90.6 91.7 93.2

学習指導要領の内容
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

知識及び
技能

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 63.7 63.4 64.4

(2) 情報の扱い方に関する事項 86.1 85.5 86.9

(3) 我が国の言語文化に関する事項 72.1 72.6 74.6

思考力、
判断力、
表現力等

Ａ 話すこと・聞くこと 61.4 57.3 59.8

Ｂ 書くこと 65.1 65.9 68.4

Ｃ 読むこと 69.0 69.0 70.7

評価
の
観点

知識・技能 68.8 68.6 69.8

思考・判断・表現 65.1 63.9 66.0

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 ９．３問 / 1４問 ６７.0％ ２．９％

大阪府（公立） ９．２問 / 1４問 ６６.0％ 4.３％

全国（公立） ９．５問 / 1４問 ６７．７％ ４.2％

＜正答数分布グラフ＞

＜全国の平均正答率を１００％としたときの泉大津市の推移＞
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結果のポイント（小学校 国語）
[知識及び技能]

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項

◇話し言葉と書き言葉との違いに気付くことはできている。[１二（１）]

◆文の中における主語と述語との関係を捉えることに引き続き課題がある。[３一]

（２）情報の扱い方に関する事項

◇情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句の関係の表し方を理解し使うことは

できている。[２一（２）]

（３）我が国の言語文化に関する事項

◇日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを広げることに役立つことに気付くことはできてい

る。[３四]

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点
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結果のポイント（小学校 国語）
[思考力、判断力、表現力等]

A 話すこと・聞くこと

◆目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え

合う内容を検討することに課題がある。 [１一、三]

◆資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫することに課題がある。[１二（２）]

B 書くこと

◇目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝えたいことを明確にすることは

できている。[２一（１）]

◆目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが伝わるように書き表し

方を工夫することに引き続き課題がある。[２二]

C 読むこと

◇人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすることはできている。[３三]

◆登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基に捉えることに課題がある。[３二（２）]

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点
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具
体
的
な
問
題
例

大
問
３
一

1

も
や
が

２

そ
し
て

３

巣
は

４

ま
ぶ
し
く

令和３年度【小学校】国語３三(2)イにおいて、
課題が見られたため、出題された。
泉大津市 ５９．８％ （全国 67.2％）

文
の
中
に
お
け
る
主
語
と
述
語
と
の
関
係
を
捉
え
る

19.9 60.9 4.1 13.1

〈反応率（％）〉

主語と述語との関係について理解する
ことに引き続き課題があると考えられる。
泉大津市 ６０．９％ （全国 6２.５％）
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具
体
的
な
問
題
例

大
問
３
一

1

も
や
が

２

そ
し
て

３

巣
は

４

ま
ぶ
し
く

解答類型1と解答類型４では、
誤答の質が異なる。

文
の
中
に
お
け
る
主
語
と
述
語
と
の
関
係
を
捉
え
る

19.9 60.9 4.1 13.1

〈反応率（％）〉

解答類型１は、主語が、文の中で
「何が/だれが」を表す言葉であるこ
とは理解できているが、文の中での
語句の係り方を捉えずに、文の最初
にある「～が」を主語として捉えたと
考えられる。

解答類型４は、「かがやいています」
の直前にあるため、主語と述語の関
係となる言葉であると混同してし
まったと考えられる。リーディングスキル 「係り受け解析」

主語と述語との関係について、低学年から繰
り返し指導することが大切。
日常的に主語が何かを意識して文章を読ん
だり書いたりすることが重要。
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具
体
的
な
問
題
例

大
問
１
二
（
２
）

資
料
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、自
分
の
考
え
が
伝
わ

る
よ
う
に
表
現
を
工
夫
す
る

15.7 4.3 56.0 23.6

〈反応率（％）〉

目的や相手、状況などを踏まえ、話す内容と資料との整合、適
切な時間や機会での資料の提示の仕方などに注意し、自分
の考えが伝わるよう表現することに課題があると考えられる。

泉大津市 56.0％ （全国 53.1％）

資料を活用し、自分の考えが伝わるように表現を工夫するためには、相手や目的を一層意識し、どのような
資料を用意すればよいかを考えることが重要である。また、実際に話す場面では、聞き手のうなずきや表情な
どにも注意しながら、聞き手の状況に応じて表現を工夫することが大切。

解答類型１
発言⑥の言葉や【和田さんに届いたメールの内容】を引用し
て話していると捉えた児童や、「そうなんです。」と相手の話を
受け止めている状況を引用していると判断した児童もいたと
考えられる。
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具
体
的
な
問
題
例

大
問
２
一
（
２
）

情
報
と
情
報
と
の
関
係
付
け
の
仕
方
、図
な
ど
に
よ
る

語
句
と
語
句
と
の
関
係
の
表
し
方
を
理
解
す
る

1.7 4.7 86.1 6.9

〈反応率（％）〉

図示などにより語句と語句との関係を表すことを通して、考えをより明確なものにしたり、
思考をまとめたりすることができることを理解することが重要。

令和５年度【小学校】国語２三の問題にお
いて、「情報と情報との関係付けの仕方、
図などによる語句と語句との関係の表し
方を理解し使うこと」に課題が見られたこ
とを踏まえて出題された。

泉大津市 64.2％ （全国 62.0％）

今回の結果から、【高山さんのメモ】におけ
る情報と情報との関係付けの仕方、図など
による語句と語句との関係の表し方を理
解し適切なものを選択することについては、
できている児童が多いと考えられる。

泉大津市 86.1％ （全国 87.0％）

【
高
山
さ
ん
の
メ
モ
】
の
書
き
表
し
方
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の

を
、次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

出
来
事
が
起
こ
っ
た
順
に
言
葉
を
線
で
つ
な
い
で
い
る
。

２

中
央
の
言
葉
と
関
係
す
る
言
葉
を
線
で
つ
な
い
で
い
る
。

３

似
て
い
る
こ
と
が
ら
を
ま
と
め
て
丸
で
囲
ん
で
い
る
。

４

よ
い
点
と
問
題
点
を
分
け
て
丸
で
囲
ん
で
い
る
。

市・府・全国において、一番正答率の
高かった問題
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具
体
的
な
問
題
例

大
問
２
二

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、事
実
と
感
想
、意
見
と
を

区
別
し
て
書
く
な
ど
、自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う

に
書
き
表
し
方
を
工
夫
す
る

53.4

〈正答率（％）〉
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具
体
的
な
問
題
例

大
問
２
二

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、事
実
と
感
想
、意
見
と
を

区
別
し
て
書
く
な
ど
、自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う

に
書
き
表
し
方
を
工
夫
す
る

反応率

（％）
正答

1 条件①、②、③を満たしているもの 53.4 ◎

2 条件①、条件②は満たしているが、条件③は満たしていないもの 0.7

3
条件①は満たしているが、条件②は満たしていないもの

　※条件③を満たしているかどうかは不問とする。
1.3

4
条件②は満たしているが、条件①は満たしていないもの

　※条件③を満たしているかどうかは不問とする。
38.8

99 上記以外の解答 4.1

0 無解答 1.7

（正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

　①「たてわり遊び」のよさについて考えたことを書いている。

　②【高山さんの取材メモ】の下級生に聞いたことから言葉や文を取り上げて書いている。

　③６０字以上、１００字以内で書いている。

解答類型

解答類型４の「たてわり遊び」のよさについて考えたことを書いていない場合の反応率が３８．８％と高く、目的や意図
に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することに引き続き
課題があると考えられる。 泉大津市 5３.４％ （全国 5６.７％）
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具
体
的
な
問
題
例

大
問
２
二

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、事
実
と
感
想
、意
見
と
を

区
別
し
て
書
く
な
ど
、自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う

に
書
き
表
し
方
を
工
夫
す
る

文章を書く目的や意図に応じて伝えたいことを明確にし、客観的な事実を取り上げることで考えをより深めていくことが
できるようにすることが大切。そのためには、取り上げた事実が、自分の考えを裏付けるものになっているかどうかを振り
返り、事実と考えとの関係を明確にできるようにする必要がある。その際、内容に注目して、文章全体に一貫性があるか
を確かめたり、文末表現に注目して、事実と考えを適切に区別しているか、事実と考えを混同して書いていないかを確か
めたりする場面を設定することも大切である。
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具
体
的
な
問
題
例

大
問
３
三

人
物
像
や
物
語
の
全
体
像
を
具
体
的
に
想
像
し
た

り
、
表
現
の
効
果
を
考
え
た
り
す
る74.9

〈正答率（％）〉

今回の結果から、人物像や物語の全体像を具体的に想像し
たり、表現の効果を考えたりすることについてはできている
といえる。 泉大津市 74.9％ （全国 72.6％）
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【小学校 算数】

・「数と計算」の領域では、数量の関係を、問題場面どおりに、
□などの記号を用いて式に表すことは、概ね理解できている。

・一方、領域に関わらず、理由などを言葉や数、式を用いて記
述することに課題がある。

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 9.9問 / 16問 62％ 2.0％

大阪府（公立） 10.0問 / 16問 63％ 3.4％

全国（公立） 10.1問 / 16問 63.4％ 3.4％

学習指導要領の領域及び評価の観点
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

領域

Ａ 数と計算 64.3 65.3 66.0

Ｂ 図形 66.0 65.2 66.3

Ｃ 変化と関係 48.1 50.9 51.7

Ｄ データの活用 59.2 60.9 61.8

評価の観点
知識・技能 71.4 71.9 72.8

思考・判断・表現 49.0 50.5 51.4

生徒質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

数学の勉強は好きですか 59.2 59.3 61.0

数学の勉強は大切だと思いますか 92.7 93.0 94.6

数学の授業の内容はよく分かりますか 86.6 83.1 82.1

数学の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

91.4 92.8 94.1

＜正答数分布グラフ＞

＜全国の平均正答率を１００％としたときの泉大津市の推移＞
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結果のポイント（小学校 算数）

A 数と計算

◇数量の関係を、問題場面通りに□を用いた式に表すことはできている。〔 １(2)〕

◆問題場面の数量の関係を捉え、式に表すことに課題がある。〔 １(1)〕

◆計算に関して成り立つ性質を活用して、計算の仕方を考察し、求め方と答えを記述することに課題がある。

〔 ２(1)〕

B 図形

◇直方体の見取図について理解し、かくことはできている。〔 ３(1)〕

◇ 直径の長さ、円周の長さ、円周率の関係について理解することはできている。〔 ３(2)〕

◇ 角柱の底面や側面に着目し、五角柱の面の数とその理由を記述することはできている。〔３(4)〕

◆球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の求め方を式に表すことに課題が

ある。〔 ３(3)〕

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点
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結果のポイント（小学校 算数）

C 変化と関係

◇速さが一定であることを基に、道のりと時間の関係について考察することはできている。〔 ４(2)〕

◆道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断し、その理由を記述することに課題がある。〔 ４(3)〕

◆ 速さの意味について理解することに課題がある。〔 ４(4)〕

D データの活用

◇ 円グラフの特徴を理解し、割合を読み取ることはできている。〔 ５(1)〕

◇ 簡単な二次元の表を読み取り、必要なデータを取り出して、落ちや重なりがないように分類整理することは

できている。〔 ５(2)〕

◆折れ線グラフから必要な数値を読み取り、条件に当てはまることを記述することに課題がある。〔 ５(3)〕

◆ 示された情報を基に、表から必要な数値を読み取って式に表し、基準値を超えるかどうかを判断することに

課題がある。〔 ５(4)〕

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点
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具体的な問題例
大問１（１） 問題場面の数量の関係を捉え、式に表す

反応率

（％）
正答

1 ア 59.6 ◎

2 イ 34.5

3 ウ 0.7

4 エ 4.9

0 無解答 0.0

解答類型（抜粋）
解答類型２
「少ない」という言葉からイ（７２－２８）
を選択
泉大津市 ３４．５％（全国 ３２．４％）

数量の関係をつかみにくい問題の解決において、問題場面を図に表し、数量の関係を捉え、式に表すことが
できるようにすることが大切。

正答率
泉大津市 59.6％（全国 62.1％）
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正答数の低い層から中間層だけでなく、正答数の比較的高い層でも、数量の関係を捉え式に表すことができ
ていない。

具体的な問題例
大問１（１） 問題場面の数量の関係を捉え、式に表す

解答類型２
「少ない」という言葉からイ（７２－２８）を選択

リーディングスキル 「イメージ同定」
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具体的な問題例
大問１（２） 数量の関係を、□を用いた式に表す

問題を解決するために、未知の数量を□などの記号を用いて、問題場面どおりに数量の関係を式に表すこと
ができるようにすることが大切。

市・府・全国において、一番正答率の
高かった問題
泉大津市 ８７．８％（全国 ８８．５％）

反応率

（％）
正答

1 ア 2.4

2 イ 87.8 ◎

3 ウ 4.3

4 エ 5.2

0 無解答 0.0

解答類型（抜粋）
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具体的な問題例
大問２（２）、４（１）

除数が小数である場合の除法において、除数と商の大きさの関係について理解する
除数が小数である場合の除法の計算をする

反応率

（％）
正答

1 900 68.5 ◎

2 90 15.4

3 9 6.0

4
90、9以外の

位取りの誤り
3.0

99 上記以外の解答 5.4

0 無解答 1.7

解答類型（抜粋）

解答類型２
0.6のみ１０倍して整数にし、５４０÷６を計算

米を配る場面
（具体的な場面）

反応率

（％）
正答

番号（１または２） 番号（３または４）

1 ３と解答 68.4 ◎

2 ４と解答 16.7

3
類型１，２以外

無解答
0.4

4 ３と解答 8.2

5 ４と解答 5.1

6
類型４，５以外

無解答
0.4

7 ３と解答 0.2

8 ４と解答 0

0 0.7

解答類型（抜粋）

類型１～６以外

無解答

１と解答

２と解答

無解答

・米を配る場面…〇 ⇒85.5％
解答類型１～３

・３５０÷０．７ …〇 ⇒76.8％
解答類型１，４，７

・米を配る場面…〇 17.1％
・３５０÷０．７ …✕

解答類型２，３

350÷0.7（式）

図に表すなどして、具体的な場
面と、式を行き来し、除数と商の
大きさの関係について理解でき
るようにすることが大切。

正答率
泉大津市 68.4％（全国 69.1％）

正答率
泉大津市 68.5％（全国 70.1％）
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具体的な問題例
大問２（２）、４（１）

除数が小数である場合の除法において、除数と商の大きさの関係について理解する
除数が小数である場合の除法の計算をする

除数と商の大きさの関係について理解している児童は、除数が小数である場合の計算をすることが概ねできて
いると考えられる。

39



具体的な問題例
大問３（３）

球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の求め方を式に表す

反応率

（％）
正答

1 ２２×２２×２２ 32.0 ◎

2
１１×１１×１１

４４×４４×４４
0.4

3 ２２×２２ 8.4

4 １１×１１　４４×４４ 0.0

5 ２２×３ 2.8

6 １１×３　４４×３ 0.0

7 ３.１４を用いた式 16.5

99 上記以外の解答 33.5

0 無解答 6.4

解答類型（抜粋）

球の直径の長さと円周
率を用いているものなど

「２２×６」など

図形を構成する要素を見いだし、図形の体積を求めることが
できるようにすることが大切。

正答率
泉大津市 32.0％（全国 36.5％）
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具体的な問題例
大問３（３）

球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の求め方を式に表す

正答数のかなり多い層でないと、球の直径の長さが立方体の辺の長さに対応するという関係を捉えることがで
きていない。
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具体的な問題例
大問４（４）

速さの意味について理解する

問題文の数量を用いて計算しようとしているが、
分速を求めることはできていない。

反応率

（％）
正答

1 200 48.5 ◎

2 400 29.6

6 1000 4.5

99 上記以外の解答 14.2

0 無解答 2.6

解答類型（抜粋）

正答率
泉大津市 48.5％（全国 54.1％）

速さなど単位量当たりの大きさの意味及び表し方に
ついて理解できるようにすることが大切。
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具体的な問題例
大問４（４）

速さの意味について理解する

解答類型２
家から図書館までは分速４００ｍになると解答

正答数の中間層で、分速４００ｍと解答した児童の割合が多いと考えられる。

リーディングスキル 「具体例同定」
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具体的な問題例
大問５（３）

折れ線グラフから必要な数値を読み取り、条件に当てはまることを言葉と数を用いて記述
する

正答率
泉大津市 40.6％（全国 44.0％）
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具体的な問題例
大問５（３）

折れ線グラフから必要な数値を読み取り、条件に当てはまることを言葉と数を用いて記述
する

グラフを読み取り、見いだしたことを
表現できるようにすることが大切。

反応率

（％）
正答

1 ①，② 40.6 ◎

2
①２０００年代の３月の回数と４月の

回数の違いが５回
2.6

3
①２０００年代の３月の回数と４月の

回数の違いが８回、又は２回
0.9

4
①２０００年代の３月の回数が８回、

４月の回数が２回
3.0

5 ① 23.4

6 ② 3.2

99 上記以外の解答 16.7

0 無解答 9.2

解答類型（抜粋）

3月の回数を2回、4月の回数を8回と読み違えて記述

リーディングスキル 「イメージ同定」
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教科に関する調査結果
中学校
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【中学校 国語】

・全体的に全国の平均正答率を下回る結果となりましたが、
「情報の扱い方」「我が国の言語文化」「話すこと・聞くこと」
の領域では、改善傾向にあります。
・記述式の問題については、全国の正答率と差が大きく、無解
答率も高い傾向にあり、引き続き課題となっています。

生徒質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

国語の勉強は好きですか 63.2 65.2 64.3

国語の勉強は大切だと思いますか 90.7 92.9 93.9

国語の授業の内容はよく分かりますか 83.7 84.8 82.7

国語の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

85.7 89.3 90.6

0%

5%

10%

15%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問11問12問13問14問15問

貴教育委員会

大阪府（公立）

全国（公立）

学習指導要領の内容
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

知識及び
技能

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 56.4 59.1 59.2 

(2) 情報の扱い方に関する事項 58.7 59.4 59.6 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 69.1 75.8 75.6 

思考力、
判断力、
表現力等

Ａ 話すこと・聞くこと 54.8 56.4 58.8 

Ｂ 書くこと 59.7 63.3 65.3 

Ｃ 読むこと 43.9 47.2 47.9 

評価
の
観点

知識・技能 59.3 62.0 62.0 

思考・判断・表現 51.0 53.8 55.4 

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 8.1問 / 15問 54.0％ 5.3％

大阪府（公立） 8.6問 / 15問 57.0％ 4.2％

全国（公立） 8.7問 / 15問 58.1％ 3.9％

＜正答数分布グラフ＞

80

85

90

95

100

105

H31 R3 R4 R5 R6

国語

＜全国の平均正答率を１００％としたときの泉大津市の推移＞
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結果の傾向と課題（中学校 国語）
◇意見と根拠、具体と抽象など、情報と情報との関係について理解しているか

どうかをみることは、概ねできています。

問題番号1三

『話合いの中の発言について説明したものとして適切なものを選択する』

問題番号２二

『本文中の情報と情報との関係を説明したものとして適切なものを選択する』

◆目的に応じて必要な情報に着目して要約することや、自分の考えが伝わる

文章になるように工夫することについては、課題があります。

問題番号２四

『本文に書かれていることを理解するために、着目する内容を決めて要約する』

問題番号３四

『表現を工夫して物語の最後の場面を書き、工夫した表現の効果を説明する』
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２

次
の
文
章
を
読
ん
で
、あ
と
の
問
い
に

答
え
な
さ
い
。

具
体
的
な
問
題
例

大
問
２
一
、四

（
園
池
公
毅
『
植
物
の
形
に
は
意
味
が
あ
る
』
に
よ
る
。）
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一

「
図

さ
ま
ざ
ま
な
形
の
葉
」
の
本
文
中
で
の

役
割
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、

次
の
1
か
ら
4
ま
で
の
中
か
ら
二
つ
選
び
な
さ
い
。

1
実
際
の
葉
の
形
を
た
く
さ
ん

思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
補
助
す
る
役
割
。

2
実
際
の
葉
の
形
と
そ
れ
を
表

す
言
葉
と
を
結
び
付
け
て
捉
え

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
役
割
。

3
葉
の
形
を
表
す
言
葉
を
二
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
や
り
方
が

複
数
あ
る
こ
と
を
示
す
役
割
。

4
葉
の
形
を
表
す
言
葉
の
中
で

は
厚
み
方
向
の
形
容
が
限
定
的

あ
る
こ
と
の
根
拠
を
示
す
役
割
。

文
章
と
図
と
を
結
び
付
け
、そ
の
関
係
を
踏
ま
え

て
内
容
を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を

み
る
。

2
年
生

思
考
判
断
表
現

等

Ｃ
読
む
こ
と

エ
《
精
査
・解
釈
》

正
答
率
34.

4
％

全
国
36.

3
％

全国では最も正答率の
低かった問題です。

1と、2以外 もしくは 1のみ 31.1％
2と、1以外 もしくは 2のみ 22.6％

53.7％（反応率）ቊ

⇒・図と関連する文を把握できたか

・選択肢が示す図の効果を読み取れたか

・筆者が伝えたい内容を読み取れたか

・「二つ」選ぶ必要があることを読み取れたか
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説明的な文章を読む指導にあたって

【教材についての配慮事項】

• 第2の各学年の内容の〔思考力、判断力、表現力等］の「C読むこと」の教材については、
各学年で説明的な文章や文学的な文章などの文章の種類を調和的に取り扱うこと。ま
た、説明的な文章については、適宜、図表や写真などを含むものを取り上げること。

「小学校学習指導要領解説編」P169

「中学校学習指導要領解説編」P142

⇒実生活においては、図表や写真などを伴う文章が多いことから、

指導のねらいに応じて、適宜、取り上げることを示している。

リーディングスキル 「イメージ同定」

授業アイデア例

https://www.nier.go.jp/24chousakekkahoukoku/report/data/24mlang_idea_02.pdf#pag
e=12
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四

本
文
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
た

め
に
、着
目
す
る
内
容
を
決
め
て
要
約
し
ま
す
。

次
の
ア
、
イ
か
ら
一
つ
選
ん
で
要
約
し
な
さ
い
。

ア

筆
者
が
、葉
の
形
を
表
す
言
葉
を
ど
の
よ
う
な

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、各
グ
ル
ー
プ
に
ど
の
よ
う
な

特
徴
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
か
に
つ
い
て
。

イ

筆
者
が
、数
学
や
物
理
学
な
ど
と
生
物
学
と
で

は
、学
問
と
し
て
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
と
述

べ
て
い
る
か
に
つ
い
て
。

正
当
の
条
件

①
ア
と
イ
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
（
着
目
す
る
内
容
）

を
選
ん
で
、そ
の
記
号
を
塗
り
潰
し
て
い
る
。

②
選
ん
だ
（
着
目
す
る
内
容
）
に
つ
い
て
、必
要
な

情
報
を
適
切
に
取
り
上
げ
て
書
い
て
い
る
。

③
選
ん
だ
（
着
目
す
る
内
容
）
に
つ
い
て
、ま
と
め
て

書
い
て
い
る
。目
的
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
に
着
目

し
て
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

目
的
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
に
着
目
し
て
要
約
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

1
年
生

思
考
判
断
表
現

等

Ｃ
読
む
こ
と

エ
《
精
査
・解
釈
》

正
答
率
33.

6
％

全
国
42.

6
％

本市で最も正答率が
低く、全国との差も
大きかった問題です。
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正
答
例

①
○

②
○

③
○

33.
6
％

ア葉
の
形
を
表
す
言
葉
を
、二
次
元
的
な
形
容
の
グ

ル
ー
プ
と
三
二
次
元
的
な
形
容
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、前
者
に
は
多
様
性
、後
者
に
は
共
通
性
と
い
う

特
徴
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

イ数
学
や
物
理
学
は
普
遍
性
の
学
問
、生
物
学
は
普

遍
的
な
こ
と
の
中
に
も
例
外
の
あ
る
多
様
性
の
学

問
と
い
う
違
い
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

無
解
答
率

11.

8
％

正
当
の
条
件

①
ア
と
イ
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
（
着
目
す
る
内
容
）

を
選
ん
で
、そ
の
記
号
を
塗
り
潰
し
て
い
る
。

②
選
ん
だ
（
着
目
す
る
内
容
）
に
つ
い
て
、必
要
な

情
報
を
適
切
に
取
り
上
げ
て
書
い
て
い
る
。

③
選
ん
だ
（
着
目
す
る
内
容
）
に
つ
い
て
、ま
と
め
て

書
い
て
い
る
。目
的
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
に
着
目

し
て
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。
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①
○

②×

③
○

38.
4
％
（
反
応
率
）

ア筆
者
は
、葉
の
形
を
表
す
言
葉
を
、
二
次
元
的
な
形
容

の
グ
ル
ー
プ
と
三
次
元
的
な
形
容
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
い
る
。

イ筆
者
は
、数
学
や
物
理
学
、そ
れ
に
化
学
の
一
部
は
、普

通
性
の
学
間
だ
と
述
べ
て
い
る
。

ア筆
者
は
、二
次
元
的
は
平
面
的
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、三

次
元
は
厚
み
方
向
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

イ筆
者
は
、数
学
や
物
理
学
に
は
法
則
が
あ
る
け
れ
ど
、生

物
学
に
は
法
則
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

正
当
の
条
件

①
ア
と
イ
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
（
着
目
す
る
内
容
）

を
選
ん
で
、そ
の
記
号
を
塗
り
潰
し
て
い
る
。

②
選
ん
だ
（
着
目
す
る
内
容
）
に
つ
い
て
、必
要
な

情
報
を
適
切
に
取
り
上
げ
て
書
い
て
い
る
。

③
選
ん
だ
（
着
目
す
る
内
容
）
に
つ
い
て
、ま
と
め
て

書
い
て
い
る
。目
的
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
に
着
目

し
て
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

情報不足内容間違い
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要約の指導にあたって

＊目的を明確にした上で要約に取り組むようにする

＊要約したものが目的に沿っているかどうかを考え、

必要な情報を正確に捉えて要約できるようにする
「中学校学習指導要領解説編」P69～70

⇒ リーディングスキル

「係り受け解析」や「照応解決」等で読み取ったものを「同義文判定」

コラム 「読むこと」で学びを広げる・深める

https://www.nier.go.jp/24chousakekkahoukoku/report/data/24mlan
g_idea_02.pdf#page=5
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３

佐
藤
さ
ん
は
、国
語
の
時
間
に
、「
体
験
を
も
と

に
、
身
近
な
も
の
を
登
場
人
物
に
し
た
物
語
を

書
く
」
と
い
う
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
次

は
、
佐
藤
さ
ん
が
構
想
を
ま
と
め
た
【
ノ
ー
ト
の

一
部
】
と
【
物
語
の
下
書
き
】
で
す
。
こ
れ
ら
を

読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

具
体
的
な
問
題
例

大
問
３
四
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四

佐
藤
さ
ん
は
、【
物
語
の
下
書
き
】
の

の

部
分
で
、
【
ノ
ー
ト
の
一
部
】
の
４
の
場
面
の
「
僕
」

の
心
情
を
伝
え
て
物
語
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
書
き
ま
す
か
。

次
の
ア
、
イ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
示
に
し
た
が
っ

て
書
き
な
さ
い
。

ア

「
あ
の
日
か
ら
数
日
が
過
ぎ
た
。」
に
続
け
て
、

表
現
を
工
夫
し
て
書
き
な
さ
い
。

イ

あ
な
た
が
ア
で
書
い
た
表
現
に
は
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
る
の
か
を
具
体
的
に
書
き
な
さ
い
。

正
当
の
条
件

①

ア
に
、「
あ
の
日
か
ら
数
日
が
過
ぎ
た
。」
に

適
切
に
続
く
よ
う
に
、表
現
を
工
夫
し
て
物

語
の
最
後
の
場
面
を
書
い
て
い
る
。

②

イ
に
、ア
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
で
、

「
僕
」
の
次
の
出
番
へ
の
期
待
を
伝
え
る
上
で
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
を
具
体
的
に

書
い
て
い
る
。

表
現
の
効
果
を
考
え
て
描
写
す
る
な
ど
、自
分
の
考
え

が
伝
わ
る
文
章
に
な
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
を
み
る
。

２
年
生
思
考
判
断
表
現

等

Ｂ

書
く
こ
と

ウ
《
考
え
の
形
成
、記
述
》

正
答
率
42.

7
％

全
国
49.

3
％
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正
答
例

①
○

②
○

42.
7
％

ア（
あ
の
日
か
ら
数
日
が
過
ぎ
た
。）
窓
か
ら
差
し
込

む
光
を
浴
び
な
が
ら
、今
日
も
僕
は
い
つ
も
の
場
所

で
君
を
待
っ
て
い
る
。

イ「
窓
か
ら
差
し
込
む
光
を
浴
び
な
が
ら
」
の
よ
う
に

情
景
を
描
写
す
る
こ
と
で
、「
僕
」
の
期
待
感
が
印

象
的
に
伝
わ
る
。

ア（
あ
の
日
か
ら
数
日
が
過
ぎ
た
。）
で
も
、君
と
の
距

離
は
、も
う
遠
く
な
い
。

イ１
の
場
面
の
表
現
と
似
た
表
現
を
用
い
る
こ
と
で
、

「
寂
し
さ
」
か
ら
「
期
待
」
に
変
化
し
た
「
僕
」
の
心

情
が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
効
果
が
あ
る
。

無
解
答
率

22.

6
％

正
当
の
条
件

①

ア
に
、「
あ
の
日
か
ら
数
日
が
過
ぎ
た
。」
に

適
切
に
続
く
よ
う
に
、表
現
を
工
夫
し
て
物

語
の
最
後
の
場
面
を
書
い
て
い
る
。

②

イ
に
、ア
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
で
、

「
僕
」
の
次
の
出
番
へ
の
期
待
を
伝
え
る
上
で
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
を
具
体
的
に

書
い
て
い
る
。
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①
○

②×

25.

0
％
（
反
応
率
）

ア
（
あ
の
日
か
ら
数
日
が
過
ぎ
た
。）
僕
は
ま
た
本
棚
に

し
ま
わ
れ
た
。で
も
、今
度
は
君
と
近
い
距
離
。ま
た
使

わ
れ
る
日
を
持
っ
て
い
る
。

イ
久
し
ぶ
り
に
使
っ
た
よ
さ
に
「
君
」
が
気
付
き
、「
僕
」

を
近
く
に
置
い
て
く
れ
た
こ
と
を
表
現
し
た
。

ア
（
あ
の
日
か
ら
数
日
が
過
ぎ
た
。
）
僕
は
次
の
出
番
を

待
っ
て
い
る
。ま
た
見
た
い
か
ら
、君
の
満
ち
た
り
た
表

情
を
。

イ
ニ
文
目
で
倒
置
法
を
用
い
て
、
「
君
」
の
満
ち
た
り
た

表
情
を
強
調
し
た
。

正
当
の
条
件

①

ア
に
、「
あ
の
日
か
ら
数
日
が
過
ぎ
た
。」
に

適
切
に
続
く
よ
う
に
、表
現
を
工
夫
し
て
物

語
の
最
後
の
場
面
を
書
い
て
い
る
。

②

イ
に
、ア
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
で
、

「
僕
」
の
次
の
出
番
へ
の
期
待
を
伝
え
る
上
で
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
を
具
体
的
に

書
い
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
を
書
い
て
い
な
い
。

「
僕
」
の
「
次
の
出
番
へ
の
期
待
」
と
は
別
の
こ
と
を

伝
え
る
効
果
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自分の考えを伝える文章を書く指導にあたって

問われたこととの整合性を確認しつつ、自分が伝えたいことを明確に

効果を考えながら工夫して記述したり、伝えたいことが読み手に伝わっているかを
確かめて推敲したりすることが大切

⇒前提として今回問われている「効果」の把握が必要

リーディングスキル 「係り受け解析」

授業アイデア例

https://www.nier.go.jp/24chousakekkahoukoku/report/data/24mlan
g_idea_03.pdf#page=11
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三

田
中
さ
ん
は
、短
歌
を
紹
介
す
る
た
め
の
資
料

の
中
に
、テ
ー
マ
で
あ
る
「
月
と
風
景
」
を
行
書
で

書
き
ま
し
た
。次
の
ア
か
ら
エ
ま
で
の
部
分
の
書
き

方
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な

も
の
を
、あ
と
の
1
か
ら
4
ま
で
の
中
か
ら
一
つ

選
び
な
さ
い
。

具
体
的
な
問
題
例

大
問
４
三

1

ア
の
部
分
は
、楷
書
と
は
異
な
り
点
画
を
連
続

し
て
書
い
て
い
る
。

2

イ
の
部
分
は
、
楷
書
と
は
異
な
り
点
画
を
直
線

的
に
書
い
て
い
る
。

3

ウ
の
部
分
は
、
楷
書
と
同
様
に
終
筆
を
止
め
て

書
い
て
い
る
。

4

エ
の
部
分
は
、
楷
書
と
同
様
に
点
画
を
省
略
し

て
書
い
て
い
る
。

行
書
の
特
徴
を
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

１
年
生

知
識
及
び
技
能

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

エ
（
イ
）
書
写

正
答
率
69.

1
％

全
国
75.

6
％

リーディングスキル 「イメージ同定」
7.6％ 14.6％ 6.3％ 69.1％ （反応率）
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【中学校 数学】

・全体的に全国の平均正答率を下回る結果となりましたが、
基礎的な知識に関する問題や、図形および関数の領域では、
改善傾向にあります。
・数と式の領域では、問題ごとの正答率に大きな差があります。
基本的な式変形や、事象を統合的・発展的に考察することに
課題があります。

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 7.7問 / 16問 48％ 14.6％

大阪府（公立） 8.2問 / 16問 51％ 12.6％

全国（公立） 8.4問 / 16問 52.5％ 11.3％

学習指導要領の領域及び評価の観点
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

領域

Ａ 数と式 45.9 50.4 51.1 

Ｂ 図形 37.5 40.5 40.3 

Ｃ 関数 56.3 58.9 60.7 

Ｄ データの活用 51.7 53.3 55.5 

評価の観点
知識・技能 59.6 61.9 63.1 

思考・判断・表現 23.8 28.2 29.3 

生徒質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

数学の勉強は好きですか 54.4 56.3 56.7

数学の勉強は大切だと思いますか 76.5 83.2 85.0

数学の授業の内容はよく分かりますか 73.4 75.4 73.3

数学の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

65.8 74.2 75.8

0%

5%

10%

15%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問11問12問13問14問15問16問

貴教育委員会
大阪府（公立）
全国（公立）

＜正答数分布グラフ＞

80

85

90

95

100

105

H31 R3 R4 R5 R6

数学

＜全国の平均正答率を１００％としたときの泉大津市の推移＞
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結果の傾向と課題
◇連続する二つの偶数を、文字を用いた式で表すことができるかどうかや、回転移動について理

解しているかどうか、二つのグラフにおけるｙ軸との交点について、事象に即して解釈することが

できるかどうか等の、基本的な知識に関する問題については、概ねできています。

問題番号1

『ｎを整数とするとき、連続する二つの偶数を、それぞれｎを用いた式で表す』

問題番号3

『正方形が回転移動したとき、回転前の正方形の頂点に対応する頂点を、回転後の正方形から選ぶ』

問題番号8（1）

『ストーブの使用時間と灯油の残量の関係を表すグラフとｙ軸との交点Ｐのｙ座標の値が表すものを選ぶ』

◆等式を目的に応じて変形することができるかどうかや、統合的・発展的に考え、成り立つ事柄を見いだし、

数学的な表現を用いて説明することについては、課題があります。

問題番号2 

『等式６ｘ＋２ｙ＝１をｙについて解く』

問題番号6（3）

『正四面体の各頂点に○を、各辺に□をかいた図において、

○に入れた整数の和と□に入る整数の和について予想できることを説明する』
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具体的な
問題例
大問１

正答例 2ｎ,2ｎ+2 など

2ｎ+1,2ｎ+3などの連続する奇数（1.8％）

ｎ,ｎ+2などの、差が２の整数（16.2％）

ｎ,ｎ+1などの、差が1の整数（6.6％）

2ｎ,4ｎなどの二つの偶数（5.9％

ｎ,2ｎなどの二つの整数（8.5％）） 無解答率13.1％

4割近くがうろ覚え
または「偶数」 「連続する」を
正確に読み取れていない

〔趣旨〕数量及び数量の関係を捉え説明する 知識技能
場面において、 連続する二つの偶数を、 文字 A 数と式
を用いた式で表すことができるかどうかをみる。 正答率38.8％ 全国34.8％
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文字を用いることの良さを理解していなかったり、文字を用いた式が、
なぜそのように表されるのか、理解しきれていなかったりする可能性が
ある。

↓

・授業において、ｎ,ｎ+2や、 2ｎ,4ｎなど、生徒の解答を想定し、実際に
それらを用いて成り立たないことを確認するといった、間違いに寄り
添った指導を日常的に取り入れることが⼤切。

・また、表現した式に具体的な数値を代入することで、2と4や4と6など
の表現したい数のみが、いつでも本当に算出されるかを生徒自身が確
認できるようにすることも重要。

リーディングスキル 「具体例同定（理数）」

文字を用いた式の指導にあたって

65



具体的な
問題例
大問６
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具体的な
問題例
大問６
（2）

思考判断表現 等
A 数と式
正答率30.7％ 全国35.9％

〔趣旨〕目的に応じて式を変形したり、その意味を
読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明す
ることができるかどうかをみる

下線部の過程を含めた正答率4.0％ 全国6.1％ 無解答率31.3％ 全国23.5％ 67



⇒「２倍」であることの説明のためには、「２×（整数）」であることを

示す必要があるといった、式変形の目的を理解しているか

・ a + ｂ + ｃ が整数である旨を書いていない
（準正答19.3％）

・上記に加え、2（ a + ｂ + ｃ ） がどうなるのか
についても書いていない （準正答5.7％）

・ 2a + 2ｂ + 2ｃ がa + ｂ + ｃ の2倍である旨
を書いていない （反応率 7.0％）

（準正答19.3％）

・上記に加え、途中の説明も書いていない
（反応率 7.0％ ）
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文字を用いることの良さを理解していなかったり、式変形の目的につい
て、理解しきれていなかったりする可能性がある。

↓

授業において、a+ｂ+ｃ が整数である旨を書かないなど、生徒の解答
を想定し、2×（整数）をめざす目的を確認するといった、間違いに寄り
添った指導を日常的に取り入れることが⼤切。

授業アイデア例

https://www.nier.go.jp/24chousakekkahoukoku/report/dat
a/24mmath_idea_06.pdf#page=12

文字式を用いた説明の指導にあたって
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具体的な
問題例
大問６
（3）

思考判断表現 等
A 数と式
正答率31.4％ 全国41.8％

〔趣旨〕統合的・発展的に考え、成り立つ事柄を
見いだし、数学的な表現を用いて説明することが
できるかどうかをみる

無解答率41.5％ 全国29.6％ 70



【本市で調査を受けた554名中229名が無解答】

・６（2）「□に入る整数の和は、○に入れた整数の和の２倍になる」の

ように、何倍になるかを予想するだけでよいことが、読み取れたか。

あるいは、読んだか。（読み取れたうえでの不正解は7.7％／68.6％）

・「○がすべて１なら…」といった単純化や

帰納的な考え方が身についているか。

・「○からすべて3方向に分かれているから」

といった数学的な考え方ができたか。

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

無回答率41.5％ 全国29.6％
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授業において、本調査問題のような場面設定を適切に取り入れ、

問題を解決するために数学的な見方・考え方を働かせ、

知識・技能を使って表現しようとすることも重要。

調査問題を利用した指導にあたって

国研の調査官たちは、学習指導要領でめざす
資質・能力育成の過程を、調査問題で具体的

に表現しようとしています。
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データの活用

https://www.nier.go.jp/24chousakekkahoukoku/report/dat
a/24mmath_idea_07.pdf#page=8

関数

https://www.nier.go.jp/24chousakekkahoukoku/report/dat
a/24mmath_idea_08.pdf#page=12

図形

https://www.nier.go.jp/24chousakekkahoukoku/report/dat
a/24mmath_idea_09.pdf#page=11

その他の授業アイデア例
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質問調査の結果について
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子どもたちの自己効力感

自分には、よいところがあると思いますか

泉大津市
（小学校）

泉大津市
（中学校）

52.7

49.2

43.4

32.3

34.8

40.7

30.2

40.1

40.4

47.4

40.9

42.9
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子どもたちの自己効力感

将来の夢や目標を持っていますか

泉大津市
（小学校）

泉大津市
（中学校）

60.4

61.5

60.6

20.2

20.3

21.8

29.8

35.1

36.1

31.1

28.9

30.2
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学びに向かう力（知識・技能、思考力・判断力・表現力とともに子どもたちに育むべき力）

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか

泉大津市
（小学校）

泉大津市
（中学校）

32.0

31.3

29.5

52.0

48.9

52.4

23.5

29.8

27.2

56.9

50.5

53.1
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学びに向かう力（知識・技能、思考力・判断力・表現力とともに子どもたちに育むべき力）

学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができていますか

泉大津市
（小学校）

泉大津市
（中学校）

35.9

33.0

31.9

49.3

47.0

48.9

23.5

29.5

27.1

52.9

49.7

50.8
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学びに向かう力（知識・技能、思考力・判断力・表現力とともに子どもたちに育むべき力）

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか

泉大津市
（小学校）

泉大津市
（中学校）

38.5

37.7

36.8

44.3

43.8

46.7

17.6

25.8

26.4

49.7

47.0

49.7
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子どもと教職員との関わり

困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか

泉大津市
（小学校）

泉大津市
（中学校）

38.5

37.7

30.2

34.2

34.2

36.9

27.5

31.5

28.7

40.0

38.5

38.8
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子どもと教職員との関わり

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

泉大津市
（小学校）

泉大津市
（中学校）

57.9

55.6

48.8

34.2

35.7

41.1

34.0

44.7

44.2

53.3

45.0

46.2
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